『凩草紙』論――森島中良の体制批判―― by 石上, 敏
こがりしぞうし
森烏中良が森羅子の号で署した敢初の読本E5凩草紙」（半
紙本五巻五冊）は、
彼の読本四作の中で従来最も評価が高く、
し
(1) 
ばしば論及の対象とされて来た。例えば、
その典拠であり、
また
「雨月物語」との関係である。水谷不倒著「選択古牲解題」（「若作集七」所収）に全九話の梗
概が載り、「内容の充実した作」と
評されたのが「凩草紙」評価
の咽矢である。中良がこの作ではじめて用い 戯号「森罷子」は、従来
の
戯号「森羅万象」に基づくと同時に、「水滸伝」や「三国
志」などの作者に擬される羅閲中（羅子）を明らかに意識したものであった。
この一事からも、
この作に対する作者の自信が窺え
る。
またその自信は、
版元の言になぞらえて「此琲を梓に上せて
うりい“
ヽ
9
あたひ
のうにく
発兌さば、
我は善価を得て、
森奨を潤し、
人は珍栂を得て、
たんぺい
たすけ
うし
もる
談柄の助とせん」「此世 佳る耶、
秋の落菜の凩に散が如くなら
ん」などと自叙に街き付ける姿勢にも毀わ ている。
＝ 
↓杯島中良の体制批判ー—`凩草紙
L=＝コ
翻案怪洪小説の権輿「御伽婢子」の典拠を「剪燈新話」『絞話」
とし、
読本の咽矢「英草紙」「繁野話』の典拠を「古今小説」「古
今奇観」「寄他通言」「拍案鵞奇」に求めた自叙はよく知られるが、中良がこの作でむしろ「雨月物語
j
を意識していたことは、
既に
(3) 
翡される通りであろう。現在知られる限り
「雨月物語
j
の作者
が秋成であ こ を段初に明記したの
も、
ほかならぬ中良であっ
-`）こ
。「凩箪紙」は寃政三年十月の「束都阻士
森羅子」の自叙をも
つ。冒印帳」（「器江戸出版酋目
j)
によれば、
同年十二月十五
日に品5凩葬紙 として不時割印を受
け、
翌究政四年正月に祠
匹凩草紙」
の外題で刊行（北尾悪斎政美画、
上総屈利兵衛板）と
され、
出版の経緯について問題はない。
「英草紙」や「繁野話
j
を踏嬰した奇談集の構想に関しては、
すでに天明九年（突政元年）正月の伏見屋普六「戯作目録 に、
石
上
敏
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森中良先生述好竪梅冊紙
全目母
（『繁野話」の誤刻か）の如き奇談をあつめた
るおも
しろき
宙なり
と見え、
この頃の中良に、
読本執箪の明確な意図と準備があった
ことを窺わせる。
―-cu
なざう
．ま
た、
上総屋利兵術の初板奥付には「凩雌紙／後編
杏草
紙」という溺出広告が戟る。更に後年に至り、
享和三年新板のIMl
香堂蔵版目録にも、「鈴梅冊子鉦i二代目風来山人編
おもしろ
き奇談なり」と見える。後者は当時中良と親しく交わった（「狂酋綺語」
など）三馬の関与した言であるから事実撫根とは言い難
いが、
いずれも出版された形跡はない。
その文業において、
前期
戯作者らしく中良が常に新しさを追求したことは、
もちろん読本
においても一貫していた。
四作の読本を通じても
、中
良は一貰し
て新味を求め続け決 一点に止まる いうことがなかった。彼が、「凩草紙」の統組を杏かなかった理由の一端
は、
ここに存す
るものと思われる。
また、
第二作以降の読本執節は、
中良にとってたのまれ仕事で
あった。詳細の分からぬ党政四年から九年の白河滞出仕（「新撰洋学年表」）を措
いても、
医師としての仕事、
淵学者としての常
為など、
この時期から俄然慌ただしくなる身辺の状況は、
天明期
から寃政期初めのような時間的余裕を彼に与えなかっ はずである。
それを証するように、
読本二作目．＿―-作目は手軽な翻案に終
ママ
此苔は英草紙■野伯
始した。本稿で考察するように複雑な構想の下に杏かれた「凩草紙」の続紺は、
その意味でも反復を拒む作であったといえよう。
もちろん、
中良にとっての新しいジャンル第一作ということも
あった。
それぞれの序蹴によれば他の三作を版元の依頼に応じて
仕上げたのに対して、
この作のみ「彼世（「御伽婢子
j
『英雄紙」
なら
と＂じ＂なさそりごと
1 • ]
とつ
ヽ
Z槃野話」）に効ひ、
荒唐廊言
を実しやかに宙編り、
拍掌奇談
＂りみく
・
と表廻して、
夜話の宿構にまふけ箇」と自発的に執箪したもので
あり、
周到で欄密な構成・文体は、
そのような内的必然によって
もたらされたものとも考えられる。
さらには、
前期読本以来の考
証がこの作の主要な幹をなしており、
文人中良の意欲に拍車を駆
けたであろう。
なお本作には、
上総屋の蔵版目録を付した後刷がある。
さらに、
「戟世奇談」（天保四年刊）と改題再摺
される。
全九話の舞台は
広く全国に及ぴ、
その意味で栢国奇談物の趣きをも衆目は感じ
取ったのであろう。
もちろん、
そのような諸国奇談的な構成も
「英
j
「繁』や『雨月
j
などの踏製であった。先年『叢世江戸文
即32
森島中良集
j
に翻刻の機会を得たが、
中良読本の最窃傑作
であるのみならず、
江戸戯作者によって杏かれた上方（前期）説
本の末裔として、
注意すべき読本のひとつであろう。
一6 )
かつて徳田武氏が述べら
れ、
私も
別の観点から「森局中良集」
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解題に記したことであるが、「凩草紙」には、
作者による隠微な
体制批判が込められていると見ることが出来る。
また、
かつて私
•は、
三作目の「玉之枝
J
(享和二年刊）を論じ、
寛政改革頓挫後
のその読本に、
なお希薄にではあるものの体制（武家社会）批判
の空気が漂っていることを述べた。
それに比べ
るなら
ば、『凩草
紙
j
に作者中良が込め
た批判は、寃政改革の只中ということも
あって熾烈であり、
同じ理由によって巧妙に限蔽さ
れたもので
あった。
この点を除いて「凩草紙」を論じることは出来まい。
寛政改革下に歯かれた「凩草紙』は、
九話仕立ての内、
いかに
(8) 
も時流迎合的に一二分の二を教訓諏が占める。中良が同じく森羅子
Uと
．
pとぐさ
の号で教訓本の体裁をもつ「郎都――日種」を箸すのは、
やや遅れて
寛政八年のことであっ
た。しかし
、
その教訓本すらが単なる時流
(9) 
迎合的な教訓本でなか ように、「凩草紙
j
には一見素朴な教
訓的姿勢の裏に、
強権のゴリ押しという野暮への椰楡が仕掛けら
れている。
現体制への隠徴な批判と言い換えてよい
だろう。
・文
弱をたしなめた第一話「滴珠が至孝母の禁獄を迩れしむる
話」は、
冒頭話ということもあって周到に仕掛けられた建前で
あって、
この話は、
むしろ女性の言を容れての為政者（源頼朝）
の食言を
印象に残す。後述するが、
これを
反転させたのが馬琴の
T八犬伝
j
冒頭であったと考えられる。
頼朝が、
自らの命を狙 がゆ に死刑を言い渡した女性唐糸
に、
その娘の助命喚願を容れて賜った領地「一干町の化粧田に、
一千町の庄園を添」た計二干町とは、
太閤検地以前であるから七
二0万歩として、
約24平方キロメートル。現在の神奈川県の百分
の一にも当たる実に法外な広さであった。
これは中良の計算迎い
などではなく、頼朝の異常さ、
そう言って
よければ狂気を現わす
(10) 
ために掲げた数字であった
と読み取れる。土牢に入れた唐糸一人
.』人でい
の「番の侍」に、「健児五十人」を配したというデフォルメも、同様 意図から生じた極端な数字と言
ってよい。「泉親衡物語
j
などを見るに確 に中
良は義経贔贋で
あり、
その意味でも頼朝に
は隔意を抱いていたと考えら
れるの
だが、
しかし、
彼がr英」
「繁」を踏襲する、
即ち警批の書である「凩草紙」の冒頭話とし
て、
この頼朝の食言（為政者失格）の話をもって来る所に、
彼の
政事への視線を読み取っ よいはず ある。
さらに言えば、
この第一話の眼目は、
武士政権の生みの親たる
頼朝の好色非難にあった。
親子は夢の心地にて、
其ま、御前を罷り立、
安堵の菜地に家
居を構へ、
与――-（娘滴珠の後見）に要を呼迎へ、
数多の家人
を召抱へて、
安楽の身となりたるも、
皆孝行の徳なりと、
語
り伝へ侍りぬ。
と見える終結部、「与三に要を呼迎へ」たのに対し
て、
適齢期を
迎えようとい
う満珠の先行きは敢えてぽかさ
れて
いる。
しかし、
その「安楽の身」が保証され得る唯一の状況とは、
頼朝の妾以外
にあり得まい。
とすれば頻朝は、
かつて「愛し給ひ、
御傍近く召
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の零落した姿
を描く。
これはおそらく
ハ仕はれ、
御党も厚」かった唐糸と、
その娘満珠という実の母子と
交渉をもつこと
になる。
その唐糸にしろ、
頼朝の「御党」を受け
ながら夫との連絡を絶やさず、「我女房なる事を、
いよ／＼深く
包み隠し、
自然の事の有ん時は、
佐殿（頼朝）に近よりて、
刺通
し参らすぺ 」との命に従って短刀を隠し持つ女であった。
これ
ーは幾煎にも互倫を背馳した行状であり、
江戸社会
を根底で支えつ
つ、
いままた社会の前面に浮上してきた徳川的倫理は、
さまざま
に切り裂かれつつ『凩草紙』に描かれる。
そもそも阻糸がスパイ
として頼朝の側近く送り込まれた発端
から、
好色はこの物語中に
遥在していた。
別の視点から窺えば、
この冒頭話は、
中良の江戸に対する愛憎
が描かれたものと取ってよい。鎌倉と江戸 つなぐものこそ、
武
-ll-
士政権の領する時空なのである。
抑相州小田原は、
其地庖土の面湘に似て、
山林勝れ、
泉流燦
しかL
しとひ
はなのごとく
みや
•I
く、
昔在は覇王基を興し、
花錦般なる都会なりしも
と始まる起語において、
一転中良は、
今は零々落々として、
僻遠荒涼の郷となり、
文治・建久の古
つらな
Lさ
跡、
元享・建武の逍蹂、
星の如く列り、
碁の如く布たるも、
野草狼藉として、
其所とだにも見えわかず。去ば典廃の蹟を
としら
いた
9
すさびと
すてど・
S
ろ
吊ひ、
懐旧の魂を俗しむる好人等、
愛を詩歌の棄所とは
なしにける。
と、
鎌倉（江戸の投影）
「典廃の韻を吊ひ、
懐旧の魂を僻ましむる好人」にとって、
寛政
改革によって往時の活気を失った江戸の町の姿であった。「詩歌の棄所」とはまさに天明文学の廃墟にふさわしい呼称である。
よかU
.』
そうであれば、
文武
両道に達するを悩する第二話「横河の小
ひじり
がうぶ
9.
]と
聖悪霊を降伏する話」は、
なおさらのこと、
単なる文武奨励諒
とは受け取りにくい。
主人公鞍貫小弥太は武芸の家に生まれながら「京家の武士にも
みやひ＂か
をのこ
劣らざる、
閑雅な壮土」であった。
太平日久しく、
栄耀の余り、
おのづから弓馬の道におこたり、
ひたすら一向詠歌に心を委ね・・・・・・其身は此庵に閉籠り、
詞の花の香を
いにしへ
よ
ぐさ
留ては、
深く古の代をしのぴ、
言の業種に栞しては、
猶も
敷嶋の道のまだ見ぬ奥をなん緑ねける。
まさに、「雨月」に登場するごとき、
典型的に惰弱な「読本の
主人公」であった。異形の者である愛人・歌と要の綾瀬と 闘争
やさしさ“のこ
の間で、
主人公の小弥太は全くの軟弱、「優に訛敷男」としての
み登場し、「深くも歌が色に溺れ」る存在としてのみ描かれる。綾瀬の勇気によって甦った小弥太が、
れみか
h.』た
「我愚にして弓馬の道に淵り｀
悪霊の為に死したるを、
祖
上の霊魂正統の絶なん事を憂へさせ給
ひ、
再生せしめ給へる
のち
“.』なひ
ならん」と、
是より以往は行を改め、
文を左にし武を右に
し弥家名を輝かせしとなり。
との認識に至る結語は、
完全な付け足しと見え
る。
そして、
歌と
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小弥太の密月、
さ ら に 乞 食 の 嘔吐 物 を 食 べ さ せ ら れ る 綾 瀬 の 窮 状
を 描 く 節 は 、
ま さ に エ ロ チ シ ズ ム の 極 致 で あ っ た こ と を 付 け 加 え
て お く 必 要 が あ
るだろう。
そのように、
文 武 は 、
滑稽と好色との
間にばかなく揺れる教条に過ぎ
ず、
閾 雅 は 単 な る 言 い 繕 い に 過 ぎ
ない
。
ま た 、
この物語の文勢は明らかに第一話を凌烈
し、
本 来 の 冒 頭
話であった可能性を思わせる。
そ れ は 、
構 成 上 、
何らかの意図に
基 づ き 、
あ え て 第 一 話 に 「 満 珠 」 を 据 え た 可 能 性 と い う こ と で も
ある。
この推定に従うならば、「洸珠」はより強く「凩草紙」の
も つ 阻 微 を 象 徴 す る 作 と い う こ と に な る だ ろ う 。
す い し ↑ う
こ と
続 く 第 三 話 「 水 烏 山 人 狸 を 酒 の 友 と す る 話
J
で は 、
飲 酒 逸 楽
を福の因とする。
こ れ こ そ 戯 作 者 兼 狂 歌 師 の 中 良 に と っ て も 宝 暦
か ら 天 明 時 代 に 現 前 し た 沿 ぎ 去 り し 幻 彩 で あ っ た 。
か く て こ の 作
は 、
酒 と 隠 逸 へ の オ マ ー ジ ュ と し て 在 っ た 。 狸 と 交 友 を 結 ぴ 、
そ
れ に よ っ て 合 戦 の 火 の 手 か ら 逃 れ る を 得 た 主 人
公 に 、
中 良 は 十 二
． 分 の 共 感 を 寄 せ て い る 。
そ の 滑 稽 の 節 は 、
あ く ま で も 抑 制 の 内 に
あ る が 、 「 逸 楽 こ そ 身 を 守 る 」 と の メ ッ セ ー ジ は 、
寃政阻年の新
版物として挑戦的ではなかっただろうか
。
と い う の
も、
周 知 の 通
・ り 、
寃 政 二 年 五 月 、
続 い て 同 年 九 月 に 、
文 述 東 漸 以 後 は じ め て の
（ つ ま り 江 戸 を 主 対 象 と し た 初 め て の ） 出 版 取 締 令 が 発 令 さ れ て
おり、「凩草紙」が成梢した箆政三年には、
中良にと
っても交わ
り 浅 か ら ぬ 山 東京 伝 ・ 甜 屋 砥 三 郎 へ の 甜 烈 な 懲 罰 が 下 さ れ た ば か
禁ずる
り な の で あ る 。
( 12 } 
党 政 三 年 五 月 の 禁 令 は 四 条 。 現 代 語 に 摘 訳 す る な ら ば 、． 苔 物 類 の 新 版 は 町 奉 行 所 の 許 可 制 と す るふ早 紙 絵 本 の 類 は 、 ： ・ ・ ・ ・ 「 古 代 之 事 に よ そ へ 、
不 束 成 」 も の を
禁ずる・浮 説 を 、
写 本
な ど に し て 、 「 見 料 」 を 取 っ て 貸 し 出 す こ
とを
・ 作 者 不 明 の 徘 物 の 売 買 を 禁 ず る
と い う 内 容 で あ っ た 。
そ し て 、
さら
に 四 ヵ 月 後 に 出 さ れ た 九 月 の 禁 令 は 、
• あ ら ゆ る 出 版 物 に 対 し て 、
風 俗 を 乱 す も の を 禁 じ る
というものであった。
下 凩 草 紙 」 を そ の 内 に 含 む 寃 政 四 年 の 新 版 物 と は 、
こ れ ら の 禁
制 を 受 け て 出 さ れ る 初 め て の 新 春 物 と
い う こ
とでもあった。
とり
わけ、
究政四年春の新版物が出版ルートに乗ろうとする時期に駄
目押しのように出された「風俗を乱す」出版物の禁令は、
いくら
俗 掛 の 王 た る 読 本 に と っ て も 見 過
ごしがたいものであったに述い
ない
。
先 に 見 た よ う に 、 「 凩 草 紙
j
が党政三年十月に成ったことから
勘 案 す れ ば 、
中 良 は 九 月 の 禁 令 へ の 対 応 を そ の 後 の 一 ヶ 月 前 後 に
おいて試みたはずである。
さらに、
同 年 十 二 月 十 五 日 に 「 呻 窃凩
草 紙 」 と し て 不 時 割 印 を 受 け
る ま で （ 行 司 へ の 箪 秘 提 出 ま で ） 、
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． 微 調 整 が お こ な わ れ た と 考 え て い い だ ろ う 。 中 良 の 読 本 で い え ば 、
「 泉 親 衡 物 語」 に 見 る ご と き 大 飛 の 入 木 訂 正 の 跡 は 「 凩 草 紙 」 に
は認められないため、
対 応 が な さ れ た な ら ば 、
そ れ は 板 刻 以 前 で
あ っ た と 考 え ら れ る 。
ただし、
その
文章に関して
は、「酒仙」を分解して「水・烏
（ 酉 ）
・ 山 ・ 人 」 と す る 字 解 に は じ ま り
、自
在 な 紐 で 滑 稽 と 考 証
と を 横 断 し 、
容 易 に 手 の 内 を 読 ま せ な い 。
,u9れいUしkt"
第 四 話 「 嗚 海 が 亡 盆 女 僕 に 小 袖 を 与 へ た る 話 」 で は 、
奥 向 き
の 怪 異 が 滅 亡 の 因 を 成 し た 戦 国 大 名 今 川 義 元 を 描 く 。 奇 談 と い うことで言えば、
最 も 典 型 的 な 怪 談 の 構 成 を も つ 物 語 で
あ る 。
しか
し 、
こ れ も ま た 「 奥 」 を 描 い て 政 治 の 不 手 際 を 際 立 た せ る 柄 造 は 、
単 な る 怪 談 の 趣 向 を こ え た と こ ろ に 作 者 の 含 意 を 窺 わ せ る 。
とと
も に 義 元 の 「 他 事 な き い つ く し み 」 と 一 転 残 忍 な 惨
殺 は 、
第 一 話
を 反 復 し て 、
為政者の好色と短慮、
倣 慢 と 因 果 を 衆 目 に 晒 す 。
さづ
こと
第 五 話 「 夢 中 の 怪 ― 二 人 疵 を 得 た る 話 」 は 、
商 田 衛 氏 の 所 謂 「 三
(ll) 
人同歩」という奇親の形を借り、
馬 術 の 腕 を 以 て 「 鎌 倉 殿 」 〈 こ
こ で も ま た 頼 朝 の 登 場 で あ る ） に 取 り 立 て ら れ た 先 祖 を も つ 馬 術の 逹 人 ・ 都 槃 織 部 が 、 四 ク （ 古 代 の 遊 女 の 翌 ） に 翻 弄 さ れ る 姿 を 描く 。
と り わ け 、
近 親 相 姦 を も 暗 示 す る 、
弟 の 屑 先 に 附 み つ く 紐 部
の要・文布の姿は異彩を放っている。
と こ ろ で こ れ も 第 三 話 と 同 様 に 加ぇ の 考 証 が 展 開 す る 、
別 の 意 味
で の 前 期 読 本 の 典 型 で あ っ た 。 上 方 読 本 に 胚 胎 し た 考 証 は 、
統 ＜
江 戸 読 本 中 に 涵 焚 さ れ 、
江 戸 戯 作 者 た ち を 巻 き 込 ん で 、
文 化 期 以
降 の 「 考 証 の 季 節 」 に 大 き な 影 響 を 与 え る こ と と な る 。
そ の 直 要
な当事者の一人が中良なのでもあった。
そして、
第六話「孝子の魂塊弟と成て父母に福を与へたる
話
」
に至って、
作 者 は 官 僚 の 腐 敗 を あ か ら さ ま に 諷 す る に 至 る 。
こ こ に お い て 、
既に体制追従の表層に押らされて来た読者の大部
分 は 、
もは
や 作 者 の 典 意 を 窺 う 感 党 と 術 を 失 っ て い た こ と だ ろ う 。
そ の 長 さ と い い 完 成 度 と い い 、
ま た 文 勢 と い い 、 第 二 話 と と も に
こ の 短 縞 奇 談 集 の 白 眉 と 呼 ん で 構 わ な い 一 話 で あ る 。 原 話 の 蛯 絆合 せ を 闘 鶏 に し た こ と で 物 語 の 結 構 が 一 回 り 大 き く な り 、 ， 闘 弟 を論 ず る 冒 頭 部 も 映 え て い る 。
先 に 掲 げ た 寃 政 三 年 五 月 の 禁 令 、
その「不束」とは、
何 よ り も
現 政 権 へ の 批 判 や 不 満 を 指 し て い た で あ ろ う 。 穿 っ た 見 方 に な るであろうが、
そ れ ま で も っ ば ら 「 草 紙 絵 本
」を世いてきた中良に、
で は 読 本 な ら ば ど う か と い う 気 持 ち は 生 じ な か っ た で あ ろ う か 。「 古 代 之 事 に よ そ へ 、
不 束 成 」 も の へ の 禁 制 を す り 抜 け て や ろ う
と い う 思 い は な か っ た で あ ろ う か 。
こ の 年 、
ほ か な ら ぬ 寃 政 改 革 の 実 行 柑 任 者 で あ る 松 平定 信 の 白
河 藩 に 抱 え ら れ る こ と と な る 中 良 の 選 択 を ど の よ う に 解 釈 す る か 、こ れ は 中 良 の 評伝 の 内 に 残 さ れ た 大 き な 問 題 の ひ と つ と い え る が 、そ れ が 今 田 洋 三 氏 の い わ れ る よ う に 「 言 論 統 制 」 の 意 味 を も っ たものであれば、
そこにはこの「凩草紙」の存在も含まれていたで
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あろうか。
ただ、
中良は白河滞在藩中の寛政八年に読本二作目の
F月下消談」を出すのであり、
これは以後溺出しなかった海外惜
報も、のとは異なった対応と考えてよいから
、そ
の可能性は低いと
いえるだろうが。
ともあれ、
ここに描かれる「抜吏」の傍若無人と、
それに押れ
た民の「賄賂」は救いよ もなく陰
湿で、
これほどの官僚風刺が
寃政改革下に啓かれ公刊されたことには、
驚きすら覚える。
2つど
あた
ふく
・-と
絞く第七話「松木左市父の醤を腹する話」で描かれるのは、
武
士の亀鑑とされる敵討である。巻四から巻五への移りも巧く処理
(
lS) 
され、
些か異例というべき神話世界の知識を展開させようとの欲
求が、
むしろこの作のモチーフであったかもしれない。全九話の
それぞれに、
別々のモチーフを窺わせるのも、
この短編集の特徴
(16} 
であった。
それでもなお九話を揃えようとしたのは、
まさに序文
に言う通り「英」「紫」の後裔を自認し
たからにほかなるまい。
それ しても
、
討ち果たされる敵の寝所にまで「源伏の女」を描
くところ、
中良の箪は撤底している。
8うがん
たぶら
こと
さて、
作者中良は、
第八話「久含坊が仙術冨民を証かす話」
で阻逸の道士を貨して現世致富を咄
う。
これは、
分飛といい内容
といい、「凩草紙」中では第三話と対応す
るような、
あるいは芥
川の「仙人」を思わせるような軽妙な一話であった。中良の節も、
つら／＼思ひけるは・・・・・・仙人と呼るれども、
身重うして、
一
とぷ―}と
躍に二三尺の外飛事あたはず。高きに登れば目くるめ
き、
足
の裂より痒を生ず。
ぃ＄
りす
こ9
ぶ
ムらんす
のごとく滑稽に撒し、
酒席に「暗厄里亜の破璃浅に、
払郎察の酒
壺」を取り出すなど自在である。中良における「道徳」（「正しき人
j
の根拠）の根幹が「宿煎に駿ら
ず、
貧人を設らず」であっ
たことは、「邸都言植
j
などをはじめとするさまざまな文章より
窺える であり、
それはまた彼自身の人生訓でもあった。
ただ、
そうは言いつつ、
中良が伐するのは「見ぬ仙境の楽み」ではなく
じつはどこまでも「酒筵」であ
り「妓」であり「美少年」であ
り、
すなわち「人界の楽み」なのであった。
そして、
最終話である第九話「蒲生式部胞宮の侍女を妾とする
話」では「性質虚弱に
して文学にのみ志を傾け」る主人公が和漢
古今の知謡を極め、
恋梢を契機として栄逹する姿を描くのである。
性格設定が「月下消談」マ士之枝」の主人公に繋がることは注意されるが、
恋愛を価値のひとつ、
それも主要な価値とするところ
など、
王朝物語の雰囲気を深わせる。
しかし、
物語の背景は戦国
時代、
そして中良が語ってい
るのは、
ほかならぬ当代なのである。
異世界の女を炭るなどと、
考えようによっては、
これほど「風俗
を乱す」物語もあるまい。
それも揖台となる後陽成の治世（文禄
年中）とは、
まさに徳川時代前夜。皇室の
威信回復に努め、
幾臣
政権下ではそれに半ば成功したかに見えた後賜成の「統御」（「蒲生式部」）を無力化したのが
徳川瑞府なのであった。
股臣治世への祝言で終わる所も「雨月
j
を思わせるのであるが、
i
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言い換えれば、
そのことによって現体制への隠微かつ明白な批判
意誠の転嫁がなされているといってよ
い。
いかに物語中とはい
え
秀吉を「豊臣殿下」「御身」「秀吉公」と呼ぴ、
境ノ浦に「恨めし
の源氏や」と託つ平家の亡盤を登場させるのが、
全く無邪気な描
写とは思いがたい。中良は、
最後の読本となる「泉親衡物語」で
．は義経の蝦夷脱出伝説を描き、
徳川瑞府の根拠となる源氏を再ぴ
俎上に乗せるのである。
以上、
まことに駆け足で内容を綸じたが、各話に描かれるのは
武士の時代であり、
合戦の場がその過半を占める。
これもまた
「英」「繁」以来の定形と
いえる
であろうが、
これは明らかに中
良の批評意識が、
支配者としての（あるいは支配者以前の）武士
階級に向いていることの現れであった。言い換えれば
武士は如
何にして支配者となったか、
支配者たる筏格は奈辺に存するかと
いう「歴史的考察」のための実験室が
すなわち「凩草紙」（中
良における読本）なのであった。
「凩卒紙』全九話の内の七話が『柳斎志異』を粉本とすること
-II)
が指摘されている。
この作の典拠が「即斎志異」であることは、
四作目の読本「泉
親柑物邑（文化六年刊）の怨末広告に、「凩立紙逍楊」 の角杏
`”ぷ（み
きをもつ『狐の
裟」を予
告することから
も知られる。
「狐の
裟」とは、「卿斎志異」の巻頭「自誌」に見えて著名な「怪異を綴る」こ の比喩であった。すなわちこれは、
「凩草紙」が「柳
斎志異
J
との関連を有する、
中良自身によるレトリカルな証言で
あった。
しかし、
「凩草紙」の構成が、
巻一（一話）、
巻二（一
話）、
巻三（三話）、
巻四（一話半）、
巻五（二話半）
となってい
ることは
類啓の中でも異例と言ってよい。
とりわけ、
一話（第
七話「松木復笞」）が二巻に亙る例
は、
中良が自叙に挙げた「英」
『繁」のみならず、
いずれも短編の輻穀した前期読本でも珍しい
事例であった。
これについては、
二つの方向で理解することが可能であろう。
ひとつは構成の不備に僻する考え方であり、
二つは、
構成の不備
と思われてもなお中良がこの顛序を守りたかったという考え方である。後者を取るの れば、
この構成自体に何らかの意図が餓
c " -
められていた 考え べきであろう。
そして私は、
この考え方を
取る。繰り返すが、
中良はこの作を、
その名を挙げた「英」「繁」
や、
その名を挙げることのなかった「雨月」などに比すべき作と
自負していた。
その自負の内実こそ、単なる物語としての高度な
達成のみならず、隠蔽すぺき阻微の存在であったはずであろう。
寃政五年までに、中良が「雨月」の秋成作であった事実を知っ
ていたか否かは明らかではない。私は
彼がその事実を知り得た
のは、寛政九年度の上方行 かったか 考え
ている。という
のも、
中良自鉦のノートに見える「秋成11『雨月」の作者」説は、
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この上方行
の党世の部分に見えるからにほかならない。
もしそうであれば、「凩草紙
j
の成立時、「雨月
j
の作者を中良
は知らなかったわけであ
るが、
しかし、
そのことと、
既に彼が
「雨月」を読んでいたか否かということとは直結しな
い。
むしろ、
それが何の脈絡もなしに先方から飛ぴ込ん
でくる情報であったと
は思わ ない以上、
上方行で「雨月」の作者を矧ろうと試みたこ
とが想定でき、
そのことは中良に
既に「雨
月」の知識があった
(19} 
．（それを重要視したであろう）ことを窺わせる。
ところで、
この作の後代への影閣を窺うならば、
先ず後期読本
を代表する雄編「南総里見八犬
伝j
を挙げるぺき
であろう。
例え
ば
T八犬足の発端である「言の咎」の場而は、『凩草紙
j
第一
話にその先縦を見得るのではないか。馬琴が中良に親炎していたことは、「近低物之本江戸作者部類
j
などに示されている通りで
ある。
H椿説弓張月」に中良の「琉球談」が利用されていること
(g} 
はよく知られるが、
これはまさに氷山の一角であった。
その馬琴
の中良への敬愛の背景には、
四方歌垣襄頻などとの交際も大き
かったと思われる。
そうであれば、「凩草紙」とは、
前期（上方）読本と後期（江
戸）説本それぞれの最高峰 呼ぺる「雨月
物語」と「南総里見八
犬
伝j
とを、
具体的に仲介する読本であったということになる。
長く馬琴は「雨月物語」の作者が上田秋成であることを明記した最初の江戸人であると言われて来た 、
実はその栄営を担うべき
五
人物は森島中良であったことが分かっている。
つまり、『雨月」
を介しても、
秋成・中良・馬琴というラインが描かれるのである。
中良にせよ馬琴にせよ、「雨月
j
の作者を知り得たのは上方での
梢報、
首い換えれば「雨月
j
の秋成作を矧っていた人々はすでに
上方に存したわけであるが、
これは典味深い人的述肉と酋えるの
ではないだろうか。
このように、
全九話構成を取る「凩草紙」は、（
上方）読本
の
権輿かつ典型たる「英」「繁」などと同様の性質をもちつ
つ、
そ
の中に後期江戸読本への過渡的な性格をも抱えた折衷的（それは後代人
の目から見ての評言であり、
当時の視座に立てば古典的で
ありなおかつ先端的）な統本であった。たとえば考証と美
文、
沿
稽と教訓、
エロチシズムと啓蒙などといっ
た対照的か
つ通底的、
喜で多彩なモチーフとテrマとプロットに滴ち、
実に魁力的な
読本と呼ぺる。
「凩草紙」が、『雨月物語」に匹敵するほどの作であるという
評価の如何に拘わら
ず、
もとよりこの作は、
この枚数で論じ去り
得ぺくもない
対象と言える。今後、
専家によってこの作への考究
がより深められるこ を念じつつ
その呼ぴ水ともなればと敢え
て蕪論を草した次第である。
体制批判という語を副題に用いた
が、
それが寛政改革下の体制
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に限るのか、
また別のものなのかは、
本稿の範囲だけでは検討で
きなかった。
また、
近代的用語を用いることの当否については、
中良の意謡は思想・言論の自由の認められた現代にあっても、
須
らく先鋭的に社会の矛盾を矛盾として捕 え であろうことを含めて、
こう呼んでおきたい。
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としたことも新慨翰の導入を後押しし るものと考えられ 。中良にとっても寃政改革が餃本執節の要因であったことは間述いあるまい。
6注
ーの也田論文。
7拙
労〒“象辛森島中良の文事
J
(翰林む房）第四章第四節。
8「森島中良集」解姐参照。9注
7の拙若第二京第五節。
10頼
朝への椰拾は師匠平竹源内の「そしり背ヤ」とも共通する要素である。
「そしり年」は近年非源内作に傾くが、国会図書館蔵木（ただし写本）
が源内作を語る中良の識語を伽えており、作者同定に右の点も竹過できない。
11戯
作が、
こぞって江戸を鎌倉に仮託するffl例も、ただ単なる通例を越
えた要紫（武士政権なるものへの立紐）を読み取るぺさ場合があるはずである。中良に関しては、
別に改革もの黄表紙玖節の可能性を述
ぺた
（注7拙哨第匹ポ第三節）・
12『師触
術天保集成」（岩波由店）に従う。
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い し が み
さ と し
大 阪 商 業 大 学 助 教授 ）
13『
江 戸幻想 文 学 誌」 （ 平 凡 社 ） 。
14今
田 洋 一 ＝ 『 江 戸 の 本 昼 さ ん 」 （ 日 本放 送協 会 ） 。 中 良 の 定信 に 対 す る 意
．紐
は 、
こ れ を 記 し た も の を 見 い だ せ な い 現 在 の と こ ろ 、 未詐 と し て お く
以 外 に な い が 、
仕 官 か ら 五 年後 の 究 政 九 年 の 致 仕
を 、
終 生 を か け て の 帰
屈 意 緻 を 6 て な か っ た 証 左 と と る こ と は 許 さ れ る で あ ろ う 。
15中
良 が そ の 方 面 に 並 々 な ら ぬ 紫 光 を 有 し て い た こ と は 、
天 明 初 年 成 立
へ ” U " " “ �
入＂＂んつにヘ
の 狂 文
「
屁 放 大 神 大 卸 伝 」 （ 多 く は 『古事記
」
に 掲 る ） を 基 に 、
注7の
拙 若 筍 四 章術 一 節 に 論 じ た 通 り で あ る 。
.16
各 話 の 主 題 等 に っ ● て は 、
「森 島 中良 梨
j
肝 剋 に 一 比 し た 。
17注
ーの徳田論文。
18そ
の 意 図 に つ い て 、
一 話 ず つ の 詳 細 な 検 肘 を 経 つ つ 改 め て 論 じ た い 。
こ こ で は 、
中 良 が 「 凩 紅 紙 」 の 巻 次 （ 構 成 ） に ま で 周 到 な 注 立 を 払 っ て
い た と 類 推 す る に と ど め る 。
19困
田 氏 が 、 「 雨 月 」 と 「 凩 卒 紙 」 を 子 紺 に 比 較 さ れ た よ う に （ 注 1 論
文 ） 、
そ の こ と は 『 凩 草 紙 」 の 内 部 徴 証 か ら も 補 足 さ れ 得 る だ ろ う 。
20「
凩 卒 紙 」 を は じ め と す る 中良 の 統 本 、
延 い て は 文 事全 欣 の 馬 琴 へ の
．影
唇 に つ い て は 、
栢 を 改 め て 論 じ た い 。
〔 付 記 〕 本 稿 は 、
大 阪 商 業 大 学 研 究 奨 励 助 成 及 び 文 部 省 科 学 研 究 費 に よ る
研 究 成 呆 の 一 部 で あ る 。
天 使 の 手 帖 （ 中 原 中 也 記 念 館 ）中 原 中 也 と ラ ン ポ ー （ 中 原 中 也 記 念 館 ）藤 原 家 隆 の 研 究 （ 松 井 律 子 ）
花 と 風 ・ 陸 国 ・ 罰 の 庭 （ 秦 恒 平 ）京 営 葉 と 女 文 化 ・ 京 の わ る 口 （ ク
）
中 世 の 美 術 と 染 学 ・ 上
(11)
ク・
中 （ ク ）
11
・ 下 （ ク ）
死 な れ て
・ 死 な せ て （ ク
）
漱 石 「 心 」 の 問 題 ー 「 静 」 と 静 か な 心 と ー
(11)
北 の 時 代 ＝ 最 上 徳 内 ・ 上 （ ク ）
・ 中 （ ク ）・下（ク）
ク ク
', 
ク
ク ク ク ，，， 
ク
湖 の 本 館 ）
花 石 梱 （ 乎 松 万 砂 流 ）
研 究 衆 晋 ニ ー 平安 後 期 歌 学 の 研 究 （ 和 泉 魯 院 ）第 2 回 シ ン ポ ジ ウ ム コ ン ピ ュ ー タ 国 文 学 読 演 集 （ 国 文 学 研 究 釘 科 句 集
第 三 号 （ 山 崎 勝 昭 ）
王 朝 物 甜 衆 孜|平 安 後 期 を 中 心 と し て 1 （ 大 原 一 輝 ）大 要 女 子 大 学 文 学 部 三 十 周 年 記 念 論 集 （ 大 要 大 学 ） 殴
一 四 l六
一 七 一 四
五
，，， 
ク
研 究 室 受 贈 図 書 雑 誌 目 録 ー
巣 行 本
（ 平 成 一 0 年 一 月 1 十 二 月 ）
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